
令和3年度 商品企画デザイン塾 特別セミナー SArTEC練1再帰篤業技術総合
センター

dustrioI TEch,,ology Center

対談《企業×デザイナー》①
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STUDiO BYCOLOR
代表

秋山 かおり氏

開催方法 I ZOOmに よるオンライン配信

参 カロ費 1無料

定  員 1 50名 (申込先着I贋 )

対  象 1県内中小企業・デザイナー・支援機関

主  催 1埼玉県産業技術総合センター

株式会社入曽精密

代表取締役

斎 藤 清 和 氏

設計

峰野 祐輔 氏

社 技 術 を魅 せ

ザ イ ンの力
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お申し込みの詳細は裏面ヘ



入酋精密のMCを使った超緻密加工技術 と

STUDIO BYCOLORの デザインが融合 し、

新たな進化を始める。

マシエングセンター

入曽精密 |よ 2002年 に七,】 削アー ト「アルミのバラ」を発表 した。

その後も微刀ヽカロエ標準化システム「ORIGAM柏「HAGOROMO」 を

F弄尋発し、日本の技術に貢献してきた。「
‖
製品

‖
にはない、情感に訴

える
‖
商品

Wを
作りたい。そのために必要なのはデザインだ」と語

る斎藤氏。その思いをSTUDiO BYCOLORの 秋山氏が受け止め、

入曽精密の技術にデザインの息を吹き込んだ。そうして双方の

思いが「IRISO  JEWELRYJを生み出した。対談では、企業と

デザイナーそれぞれの立場からデザインの力の必要1生 について語

IRISO」 EWELRY EIGHTの加工風景

株式会社入曽精密

代表取締役

斎藤 清和

1958年生 まれ。 1983年 に (株 )入 曽精密に入社、2002年

5月 (株 )入 曽精密 代表取 締役。 同年、 5軸力凰工 によ り衛」作

した 「アル ミの バ ラ」 をどIMTOFで発表、話題 を呼ぶ。

2005年 には 「MC造 形 システムJが 日経 ものづ く り大 賞

を受 賞。 2013年 には ドイツ・ ハ ノーバで弱催 され た 5草臨

加工の コンテス ト「MACH NING EXPERT Five Axis
Process Contest 2013Jで 3位 入賞を果 たす。

IRISO」 EWELRY― ElGHT

IRISO」 EⅥザELRY― MONO

株式会社入曽精密

設計担当

峰野 祐輔

1986年 生 まれ。 2010年 に (株 )入 曽精 憂に入社。

入社 よ リマ シエ ングセ ンターの製造加工技術 を修練 しな

が ら、入 曽精 密 自社商品ブラン ドの 「REAL EDGEJの
企 画 設 計 ・ 製 造・ 販 売 業 務 を 担 う。 最 近 の 代 表 作 、

2020年 には世界最小サイズ (0 99Cm)の ル ー ビッキ ュー

プの製造 に関わ る。

STUD10 BYCOとOR

代表

秋山かおり

色や素材の持つ力を効果的に活用 するク リエイシ ョンを

生み豊すデザ イ ン事務所 STUD10 8YCOと ORを 主宰。

Cermaη Des gn Award(独 )グ ッ ドデザイ ン賞 (日 )

他受賞。 ミラノサ ローネや ア ンビエ ンテな ど国内外の展

示会 に出展。グ ッ ドデザイ ン賞審査員、富山デザ インコ

ンペティシ ョン審査員。
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必要事項をご明記の上、メールにてお申 し込み ください。登壇

者への素朴な疑間から少 し踏み込んだことまで、司会者が皆様

に代わってお間きします。対談を盛 り上げるのは、皆様のリア

ルな質問です !

質問投稿サービス LiveQ

QRコ ー ドを読み込むと、登壇者に質問

が投稿できます。当日まで何度でも投稿

できますので、ぜひご活用 ください :

[申 し込み先メールアドレス]

h6513112@prefoSaitama.Ig。 ,p
埼玉県産業技術総合センター

事業化製品化支援担当 赤坂。大沼 宛

件名 :「特別セミナー 対談10参加 申 し込み」

(1)氏 名 [フ リガナ1(2)企業名 (3)電 話番号

(4)メ ールアドレス (5)登壇者への疑問質問

埼玉県産業技術総合センター

事業化製品化支援担当

埼 玉 県川 国市 上 青 木 3‐ 12-18 SKIPシ テ ィ内

8:30～ 17:lS(平 日のみ 、 土 日祝 休 業 )

tet:048-265‐ 1311
fax:048-265-1334
mait ih6513112@pref Sつ itama lg,p
URL:https://wWW pref sDitDma lg jp/saitec/

彩の国

埼玉県
鞠馘 r覆¢
埼玉県マスコット

コバトン さいたまっち




